
授乳訓練（生後２日目） 

平成２５年度 東山動植物園 公開講座 

 

さくら誕生から新ゾウ舎移動の記録 

 

講師 動物園 飼育第一係 技能長 佐藤 正祐 さん 

日時 平成２６年１月２８日 午後１時３０分～３時 

場所 動物会館レクチャーホール 

横になって眠るさくら 

（生後３日目） 

フンをなめるさくら 

（生後１１日目） 

  

今日は東山動物園で初めて生まれたアジアゾウ、

さくらの記録と新ゾウ舎「ゾージアム」への移動に

ついてのお話をしたいと思います。 

 

さくらの誕生と成長 

平成２５年１月２９日、２２時２５分、東山動物

園待望のアジアゾウの赤ちゃん「さくら」が誕生し

ました。初産の母ゾウは、陣痛で興奮状態になり、

自分の子供と認識せずに殺してしまうこともあるの

で、生まれてすぐにさくらを母親のアヌラから離し、

乾草を敷いた小さな部屋で一晩過ごさせました。体

重や体高などを測定し、健康チェックをして、翌日

にはアヌラと一緒にして、授乳訓練を始めました。

アヌラは出産当初から特に攻撃することはなく、鼻

を近づけたりさくらを気にしたりしている様子でし

たが、興奮する可能性もありましたので鎮静剤を注

射して落ち着

かせました。ま

た、いざとなっ

たら何人かで

引っ張って親

から離せるよ

うに、クレーン 

の荷物を運ぶ時の帯を犬猫用のハーネスのように取

り付けました。さくらは、すぐに授乳の形は覚えま

したが、なかなかうまく飲めず、何度か訓練を繰り

返しました。アヌラはさくらが離れると暴れだし、

近づけると大人しくなります。私たちはアヌラがち

ゃんと子育てすると判断し、その日の昼には２頭を

一緒にしました。さくらは夕方には母乳を飲めるよ

うになりました。 

 

さくらは、最初の２日間は立ったまま寝ていまし

たが、３日目から横になって眠るようになりました。

アヌラはさくらが寝ている間は一切動きません。ア

ヌラは１か月間、横になって寝ることはなく、立っ

てうたた寝程度で過ごしました。１か月を過ぎると

アヌラも横になって眠るようになりましたが、さく

らがアヌラの周りをぐるぐる回って起こすため、仕

方なく立って寝ていました。本当に母親は大変だと

思いました。 

４日目にはアヌラの真似をして鼻を使って乾草を

口に運ぶような仕草が見られました。まだ食べられ

ないので、乾燥の粉がのどにつかえたのか大きなく

しゃみを何度もして、アヌラをびっくりさせていま

した。１０日目には、アヌラがしたばかりのフンの

表面を鼻で口に運んで少し食べていました。これは、

母親の腸内細菌をもらうための行動で、草食獣には

よく見られます。植物を消化するためには、腸内細

菌を使って分解する必要があります。母親の腸内細

菌をもらうのに一番いよい方法がフンを食べること

なのです。 

出生時に１３０㎏あった体重は、９月１０日には

４６０㎏になりました。１日に約１㎏増えているこ

とになります。これから、まだまだ大きくなります

ので、楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

（ 要 旨 ） 



完成した移動路 

（長さ２２ｍ） 

トレーニング中のコサラ 

 

後ろ足を旧ゾウ舎に残し、体と鼻を伸ばしてエサをもらうアヌラ 

アヌラを残して移動路を走るさくら 

 

新ゾウ舎「ゾージアム」への引っ越し 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新アジアゾウ舎ゾージアムは平成２５年３月に完

成し、ゾウが引っ越しする時間を考えて９月２９日

にオープンすることにしました。引っ越しは、旧ゾ

ウ舎と新ゾウ舎をつなぐ移動路を作り、歩いて移動

させました。アジアゾウは、体の大きさの割に神経

質で、気が小さいところもあるため、無理やり連れ

てくることはせず、日頃から調教の中で行っていま

す、「こちらへ来なさい」、「バックしなさい」という

ような号令と、エサを使った誘導の２つの方法で移

動させることにしました。移動のトレーニングは、

すべての個体に午前１回、午後１回の１日２回、１

回の時間はゾウが集中できる３０分から１時間とし

ました。動物園ではエサを１日に何回かに分けて与

えていますので、夕方に与えるエサを減らして、そ

の分を昼間のトレーニングのご褒美に使うことにし

ました。 

 

コサラの引っ越し 

オスのコサラは、トレーニング開始から１０日目

には新ゾウ舎の運動場に入り、翌日には室内に入り

ました。わずか１１日で移動できるようになったコ

サラですが、トレーニング中に面白いことがありま

した。コサラは、後ろ向きで移動路に進入して、そ

のままバックで新ゾウ舎へ移動していきました。お

そらく新ゾウ舎に入ることが不安で、何かあれば前

向きですぐに帰れるように彼なりに考えて、後ろ向

きで入っていったのだと思います。何日か過ぎ、新

ゾウ舎がどんなところか分かるようになってから、

コサラは前向きで入っていくようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アヌラとさくらの引っ越し 

アヌラは移動路が怖いようで、後ろ足を前に出す

ように号令をかけても嫌がって旧ゾウに後ろ足を残

し、目一杯体を伸ばしてエサをもらっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくらは、初めて移動路を見たときはそばに近づ

きませんでしたが、翌日には入口まで来るようにな

りました。好奇心が強いさくらは、１１日目にはア

ヌラを旧ゾウ舎側に残して新ゾウ舎の手前まで行っ

て、また戻ってくることを何回も繰り返すようにな

っていました。アヌラは何日もかかって少しずつ進

み、トレーニング開始から６４日目に新しい運動場

に、約７０日目には寝室にさくらと一緒に入ること

ができました。新しい運動場に入ると、よほど新し



パイプを挿し込む。 

尻尾が鉄パイプに当たるの 

を怖がって、尻尾を上げる 

ワルダー 

新ゾウ舎の運動校で砂かけするワルダー 

柵越しに対面するワルダー（手前）とアヌラ、さくら 

い砂が気持ち良かったのか、すぐに２頭揃って砂か

けを始めました。 

 

 

ワルダーの引っ越し 

ワルダーは、一度はアヌラより先に移動路の真ん

中まで来ていましたが、途中から何があったかわか

りませんが、全く動かなくなってしまい、トレーニ

ング開始から１０７日たっても新ゾウ舎に近づくこ

とができませんでした。これまではワルダーの気持

ちを優先させて、いつでも戻れるように旧ゾウ舎の

移動路のゲートを開けたままトレーニングを行って

いましたが、戻れないようにゲートを閉め、進んだ

ら鉄パイプを挿し込んで戻れないようにしました。

ちょっと進んだら鉄パイプを１本挿入するやり方で、

少しずつ、少しずつ前に行くようにしました。鉄パ

イプは、ゾウの力で押したら簡単に曲がるくらいの

ものですが、ワルダーには後ろに何があるのかはっ

きりわからないため、尻尾を下すことも後ろに戻る

こともできない状況でした。 

少しずつ前には進んでいましたが、暗くなってき

たので、そのまま移動路で一晩過ごさせることにし

て、飼育係も隣で付き添うことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一晩中立ったままでいたワルダーも疲れたのでし

ょうか、翌朝の６時前に自分からふらふらと新ゾウ

舎の運動場に入って来ました。そして、運動場に入

るとすぐに砂浴びをしました。すぐに移動路のゲー

トを閉め、ワルダーの新ゾウ舎引っ越しが終了しま

した。ワルダーはとても慎重で、寝室に入れるよう

になるまで１週間運動場で暮らし、寝室に慣れると

今度はまた運動場に出られなくなってしまったため、

今度は運動場に出る練習をしています。また、柵越

しでアヌラとさくらを一緒にできるように対面をさ

せているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 

アジアゾウは、インドから東南アジアにかけて約

５万頭しか生息していません。今も開発により、生

息地が少なくなり、その数を減らしています。動物

園では、どのようにアジアゾウを保護していくのか、

血液中のホルモンを調べるなど、野生ではできない

調査研究を通じて協力していくことが動物園の指名

だと思います。東山動物園では、このような現状を

理解して、今後もアジアゾウの飼育を行っていきた

いと思います。これからも東山動物園をよろしくお

願いします。 


